


















  工場視察 大学教授による講義 
公害対策 ① 



























































































CO2削減目標（2050年）北九州市域：   50％ 
                  （現在の排出量:1,560万㌧/年） アジア地域： 150％相当 
 目指すまち：世代を越えて豊かさを蓄積していく「ストック型社会」 
   ・産業基盤を活かした「低炭素社会」 
   ・高齢者や子供にとって住み良い「少子高齢化社会に対応した社会」 
   ・アジアの持続的発展を支える「環境国際協力」 
8 
  環境未来都市提案内容 
地域や都市（まち）の中で人が輝く、賑わい・安らぎ・活力のあるまち 









































































































































































































































































































































































































































 ・北九州市立大学 国際環境工学部 
  大学院国際環境工学研究科 
 ・九州工業大学 
  大学院生命体工学研究科 
 ・早稲田大学 
  大学院情報生産システム研究科 
 ・福岡大学大学院工学研究科 
 ・清華大学・上海交通大学・北京大学 
  北九州研究室 
             
■ 研究機関等 
 ・早稲田大学情報生産システム 
  研究センター 
 ・福岡県リサイクル総合研究センター 
 ・九州工業大学 
  ヒューマンライフＩＴセンター 
 ・(独)産業技術総合研究所北九州サイト 















                  ほか 




Ⅱ 技術・実証研究  
●実証研究支援 
●地元企業のインキュベート 











  （食用油、有機溶剤、古紙、空き缶） 





































 ■  エコタウン事業全体の中核施設 
 ■   エコタウン事業の視察・見学者の対応、 
環境学習の場 
 ■   実証研究エリアにおける研究活動の支援 
 ■   エコタウン立地企業や研究機関の環境技術や
リサイクル技術、製品の展示・紹介（本館） 
 ■  市内の環境関連企業の技術・製品などの展
示・紹介（別館） 
 ■ 開館 平成１３年６月 （別館 平成１５年７月） 
北九州市エコタウンセンター 
〔本館外観〕 
 〔展示ホール〕  































   →希少金属・資源等 
     既存事業の高度化   
②新エネルギー 
   →次世代エネルギーパーク 
    バイオマスエネルギー   
③処理困難物 
   →汚染土壌の浄化など   
④国際協力 
  →エコタウン 
   ノウハウの移転等   
⑤人材育成、VI 
   
